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主題と概要

　この講義の内容・意義・目的は以下の通りです。
マーケティングにおける様々な研究分野の研究を体系的に学んでいきます。履修者自身の専門分野だけでなく、マーケティング全般の研究成果を体系的に学んでいきます。(内容)
マーケティングの既存研究全般を把握できるだけでなく、執筆する修士論文のオリジナリティを明確にする一助にもなります。(意義)
　そのためにマーケティング研究に関する一通りの分野の既存研究を理解していきます。(目的)

到達目標

次の3点を到達目標とします。
(1)マーケティングを構成する多様な研究分野の存在を体系的に理解できる。
(2)各研究分野における既存研究の展開と成果を理解できる。
(3)既存研究を理解することで、履修者自身の研究（修士論文）のオリジナルな部分を明確にできる。

提出課題

毎回、報告者を決めて発表してもらいます。

履修にあたっての注意・助言他

以下の項目で評価します。
・担当章発表　：　50%
・授業貢献度（学習意欲、履修態度、予習復習状況、出席状況など）　：　50%
　　教室での活発なディスカッションを行ってほしいので、ディスカッションへの貢献度を重視します。

評価の基準

是非マーケティング原理特論とセットで履修してください。
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教科書
.戦略的マーケティングの構図.

その他

必要に応じて適宜配布します。
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1.ガイダンス＆マーケティングとは
2.序章：マーケティング研究における戦略的領域
3.第1章：組織研究の諸問題
4.第2章：チャネル研究の諸問題
5.第3章：戦略的提携研究の諸問題
6.第4章：競争戦略研究の諸問題
7.第5章：市場の理解における諸問題1
8.第6章：市場の理解における諸問題2
9.第7章：消費者とのリレーションシップ研究の諸問題
10.第8章：グローバル市場研究の諸問題
11.第9章：CSR研究の諸問題
12.第10章：ステークホルダー研究の諸問題
13.第11章：既存制度への対応に関する研究の諸問題
14.第12章：ICTへの対応に関する研究の諸問題
15.まとめ

授業計画

1回目の授業で、担当章などを決めていきます。

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

【予習】毎回報告者のつもりで、しっかり予習してきてください。・・・2時間
【復習】新たに気づいたことを中心に、まとめ直してください。・・・2時間

授業形態

報告時の発表資料をもとに授業を進めていきます。また、その都度内容に関するコメントをします。

〇

ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

マーケティングを構成する様々な分野の研究成果を学んでいくことで、到達目標の(1)～(3)を達成する。そのことにより、DPにある「研究者として、流通科学諸分野における豊かな学識と研究能力を身につける」と
いう点に貢献する。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

参考図書

【参考】開講時予定内容


